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昨年度定例会優勝者・新年に”麻雀”を語る！

２５年度新年号ねりとう
練馬稲門会麻雀部「会報１４号」

麻 雀 部

　　謹賀新年　昨年度の定例会優勝者の皆さんに、“麻雀自慢”をしてもらいました。　麻雀部長　富岡　晃

平成２５年１月１日発行・編集委員会

竹 本      喬　（Ｓ４２　商）

★ 第７８回大会(３２名参加)優 勝
    大 友　康 雄　（Ｓ５４　理工）

★ 第７７回大会(２８名参加)優 勝
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ラ
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  川 田　　啓　（Ｈ０４　政経）

  関　　 博 之　（Ｓ４１　理工）

★ 第７４回大会(２８名参加)優 勝

  石 渡  明 雄　（Ｓ３１　理工）

★ 第７６回大会(２８名参加)優 勝

★ 第７３回大会(３２名参加)優 勝

★ 第７５回大会(２８名参加)優 勝

富 岡　　晃　（Ｓ４１　教）



(Ｈ０４　政経) (Ｓ３１　理工)

　

ブランクを作ってしまいましたが、麻雀を再開した

　

　「 無　　題 」

せんが、高校生のころからすでに打っていました。

【 第７３回：平成２４年０１月２８日開催 】

石 渡  明 雄　麻雀部員 川 田　　　啓 麻雀部員

当面の目標であった

　「 ト  イ  レ  掃  除 」

　１１月２２日は“いい夫婦の日”として各地でイベント

が開催された。因みに８月１

日は“麻雀の日”。パイの語

【 第７４回：平成２４年０３月３１日開催 】

練馬稲門会麻雀部「会報」

★ 第 ７ ３ 回 大 会 (３２名参加) 優 勝 ★ 第 ７ ４ 回 大 会 (２８名参加) 優 勝

　 新年明けましてお目出度うございます。昨年も諸

先輩方には大変可愛

　さて、私が麻雀と出

当然高校時代の学業成績は散々たるもので、早

思い出深い1年となり

ございました。昨年は

がっていただき有難う

ました。

いう、高校生でありながら大学生のような生活をし

稲田に現役合格することはかなわず麻雀も１年間

い一心で？勉強し、なんとか早稲田に合格した後

　　　（２）

会ったのはいつであったか正確には覚えておりま

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

ります。（笑）

日がとれた。トイレ掃除と好運はどんな関係にあるか

除をした。その日の午後は、麻雀大会。裏ドラなどの

“ツキ”で目出度く優勝。勿論、展覧会の会場も思う

こう接近していたりするのではないでしょうか？

は３０年近くになっているので諸先輩方と実はけっ

　

　

　

優勝もすることが出来

ていたのを思い出します。

て来た。練馬稲門会の麻雀大会も１３年も続いてい

のは大正の初期。以来、多くの人の娯楽として愛され

授業をさぼって毎日高校近くの雀荘に入り浸ると

生時代の最後まで麻雀を打っていたのは今となっ

陰と思っている。実は、今春の４月１日は私の木版画

　

　そんなわけで、若輩者ではありますが、雀歴だけ

勢が好運をもたらすのかも知れない。

判らない。

満喫することとなりました。卒業式にも出席せず学

は予想通り高校以上に麻雀三昧の日々を４年間

展会場の抽選会の日であった。前日の新聞にトイレ

ては良き思い出であると同時に少し後悔もしてお

　今年の３月、初めての優勝を味わった。“ツキ”のお

　良いと思ったことは何でもやればいい。前向きな姿

と思われる。いざ、“パイ”を

漢字で書こうとするとなかな

る。“賭け事”をしない事と競技の後の楽しい飲み会

が継続の力になっていると思われる。

か書けない。錯和、全帯么

　日本に麻雀が入って来た

を掃除すると”ツキ”を呼ぶという記事があり、早速掃

等読むのも難しい。

呂合わせから来ているもの



(Ｓ４１　理工)

　「 密かに狙っていた“３連覇！”… 」

書くこととした。

り行動するのは苦手で

ある。その点麻雀は比

較的時間が自由なので

助かる。

ある。でも私は、麻雀は運だよという意見には

同意しない。

やはり長期に見れば実力がある者がプラスとなる。

込み。）とすることである。

い。小生が、なんと準優勝なんですよ！ここで、…。 ここ数年目標は達成している。

４．簡単そうで奥行きは深く、多様性に富んでいる。

うなかなり激しい勝負である。

る。

本年もよろしくご協力の程を…。

と経費負担で会報号外を発行するつもりだった。

７４回大会」の戦積表（会計報告書の裏）をみて下さ

今更の繰り言になりますが、みなさんそっと３月の「

大会（年１回）、練馬早慶大会（年２回）、近隣大会

（年２回）の個人戦全部を一人で優勝する必要が

あるので、３連覇に引けを取らない難事業。

奥に秘めたる気迫、冷徹な読み等々格闘技のよ

　今日も又、パイの感触を味わいながら気のおけ

ない仲間とプレイを楽しんでいる自分がそこに居

終了した。

は、後藤部員の提案により、昨年新設した“グランド

　 さて、３連覇を逸した話題はこの位にして、本年

グランドスラム表彰は、定例会(年６回開催)、熱海

　 何れにしても、“話題づくり”の先頭を走りたい！

スラム表彰”の獲得を意識して参りたい。

　 昨年後半は、特筆大書する戦積をあげることなく

（Ｓ４１　教）

麻雀部長 富岡　　晃 関　　 博之

　「 趣 味 と し て の 麻 雀 」

★ 第 ７ ６ 回 大 会 (２８名参加) 優 勝

【 第７６回：平成２４年０７月２８日開催 】【 第７５回：平成２４年０５月２６日開催 】

練馬稲門会麻雀部「会報」

★ 第 ７ ５ 回 大 会 (２８名参加) 優 勝

　 今までに、「３連覇」は

そのチャンスが２回あった。最初は、前・縫村部長

時代の平成１７年7月、「３４回大会」における関博

誰も達成していない。

　麻雀がなぜこんなに楽しいのか、思いつくまま

　１．時間が比較的自由

の「７５回大会」と連勝。

現在私の目標は、プラス・マイナス　ゼロ（雀荘代

　ゲームはその日のパイの流れ、自分の体調、

　 「部長として、年に１度の優勝！」を目標にしてい

る。お陰様でここ数年は

達成出来ている。昨年は

　　　（３）

　但し、いつもそんな事を考えて麻雀をやってい

るわけではない。

２．ツキがあれば誰でも勝てるチャンスがある。

　囲碁、将棋等と違い初心者が勝てる時もよく

３．趣味としては安あがり。

これは人により差は有る。初期投資も不要だ。

を阻止したのは小生である。

　実のところ、「３連覇」を達成したときは、部長権限

歴史の不思議というか、それぞれ前２回の３連覇

７月の「７６回大会」は無

熱海大会における石岡荘十先輩。（会報０２号掲載)

麻雀部員

に取れる。

　私はどちらかと言えば

夜更かしなので早朝よ

４月の「熱海大会」、５月

残にも２６位。

之部員（現事務総長）。２度目が、平成２２年４月の



（Ｓ５４ 理工） （Ｓ４２　商）

れて自分のものにし

て味わう。

麻雀をすると何か新

運の神様に魅せられたように

上がったり運の神様に見放さ

　

ある。本当に麻雀はおもしろい。

これからもよろしくお願いいたします。

⑦「平成２５年０７月２７日（土）」 第８２回大会①「平成２５年０１月２６日（土）」 第７９回大会

ますが囲碁が強くなりたいので教えを乞うつもりです。

因みに、第７７回は優勝できたが、前回の第７６回

⑪「平成２５年１１月３０日（土）」

ます。　　以上

★ 本 年 の 行 事 （予定）

②「平成２５年０２月０３日（日）」 第５回近隣大会

　

⑨「平成２５年０８月 ●日（日）」

⑧「平成２５年０８月 ●日（日）」

にしていたが、最近はいろいろなしがらみや体力

雀をする機会が増えて幸せである。

　 麻雀は人生の縮図、いろいろな出会いがあり、

はBMだった。麻雀によって享受したことはたくさん

練馬稲門会麻雀部に入って諸先輩方と楽しい麻

   図らずも１１月２４日の大会で第1位の栄誉を頂きました。

⑤「平成２５年０４月２●日（●）」

　（４）
⑫「平成２５年１２月２●日（土）」

第６回近隣大会

第６回早慶大会

第８４回大会

第２回忘年大会

麻雀部会の皆様にはこれからもご指導の程よろしくお願い致し

⑥「平成２５年０５月２５日（土）」

第５回早慶大会

第５回熱海大会

第８１回大会

③「平成２５年０２月２４日（日）」

④「平成２５年０３月３０日（土）」 第８０回大会 ⑩「平成２５年０９月２８日（土）」 第８３回大会

麻雀部員

「麻雀部会に参加して一言」

練馬稲門会麻雀部「会報」

【 第７８回：平成２４年１１月２４日開催 】

★ 第 ７ ８ 回 大 会 （３２名参加） 優 勝

【 第７７回：平成２４年０９月２９日開催 】

竹 本　  喬大 友　康 雄

   エンジョイには「楽しむ」の他に「享受する」とい

的な面で月に１度か２度程度になってしまった。

苦い経験もあります。強くなりたくて新宿の麻雀屋で知らない人

挑戦し続けます。練馬稲門会では麻雀大会のみに参加してい

ン待ちに一発で振り込んだり

の打ち方を少しは学ぶことが出来ました。

いかさま見たいに強く歯が立たなかったのですが、お陰でプロ

と囲むという武者修行をやったこともあります。ブーマンと言っ

運もある。いいときもあれば悪いときもある。

★ 第 ７ ７ 回 大 会 (２８名参加) 優 勝

麻雀部員

　 商社勤務であったので麻雀はゴルフと同様必須科目で仕事

大学時代は先輩、後輩たちと徹マンも毎週のよう

 「 麻 雀 は お も し ろ い 」

会も綺麗にして使用したこともあります。

人生と似てますね。従い験を担いで勝った時のハンカチを次の

楽しくなくなる。何事も時間を忘れて無心になって

に、社内の付き合いにとっても役立ってくれました。

　 いずれにせよ、気がかりなことがあると、麻雀も

エンジョイすることが大事なのかなと思う。 　しかし麻雀で負けて小遣いが全く無く仲間に暫く休むと伝えた

麻雀を通じて新規顧客を獲得したとか、社内の他の部門の人　

てお金がなくなったらサヨナラというゲームでした。

達とも親しく付き合うチャンスも作れました。

　 来年古希ですが脳と腕の感覚を正常に保つためこれからも

もよくある。

マを経験してきました。

を忘れてしまわなくてはならない。

　 麻雀がいちばん楽

しいときは、他のこと

す。麻雀の面白さに惹かれて５

う意味があるらしい。よいことも悪いことも受け入

しい発見をすること

れたように三面待ちが間チャ

大きな大会での優勝は初めてです。　たかが麻雀されど麻雀で

０年近く、一回毎に筋のないドラ


